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《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

 

「
罪
の
ア
ン
ト
ニ
ム
は
、
何
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
、
む
ず
か
し
い
ぞ
」
。
太
宰
治
の
『
人
間
失

格
』の
一
節
だ
。良
識
あ
る
方
々
に
叱
ら
れ
そ

う
な
本
か
ら
の
引
用
で
恐
縮
だ
が
、
こ
れ
は

主
人
公
と
友
人
が
酔
っ
た
勢
い
で
興
じ
た
言

葉
遊
び
で
、
ア
ン
ト

ニ
ム
、
つ
ま
り
反
対

語
探
し
の
中
の
セ
リ

フ
だ
。
罪
の
反
対

語
、
太
宰
の
結
論
は

ど
う
や
ら
「
罰
」

だ
っ
た
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
。
作
品

自
体
と
い
う
よ
り
も
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
作

者
の
生
涯
が
そ
う
物
語
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
し
ま
う
の
だ
。「
駆
込
み
訴
え
」
な
ど

キ
リ
ス
ト
教
を
主
題
に
書
い
て
い
た
太
宰
だ

か
ら
聖
書
は
読
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し

彼
は「
罪
の
ア
ン
ト
ニ
ム
」に
対
す
る
聖
書
の

提
案
を
受
け
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

 

「
し
か
し
、
罪
が
増
し
た
と
こ
ろ
に
は
、
恵
み

は
な
お
い
っ
そ
う
満
ち
あ
ふ
れ
ま
し
た
」（
ロ
ー

マ
５
・
20
）
。
聖
書
は
、
律
法
が
罪
を
増
加
さ
せ

た
と
書
い
て
い
る
。
罪
と
罰
は
ア
ン
ト
ニ
ム
で

は
な
く
シ
ノ
ニ
ム
（
同
義
語
）
の
関
係
だ
。
憎
し

み
、
憎
悪
、
復
讐
、
処
罰
、

制
裁
…
。

　
自
裁
を
含
め
、
罰
は
罪
を

増
大
さ
せ
る
。
し
か
し
恵
み

は
罪
の
現
実
を
包
み
込
み
な

が
ら
人
間
を
永
遠
の
命
へ
と

導
く
、
と
聖
書
は
語
る
。
　

 

　「
信
頼
は
罪
な
り
や
！
無

抵
抗
は
罪
な
り
や
！
」
作
中
の
セ
リ
フ
に
私
は

こ
う
答
え
た
い
。
信
頼
（
＝
信
仰
）
、
そ
し
て
報

復
の
連
鎖
を
絶
つ
こ
と
こ
そ
が
神
の
恵
み
の
賜

物
。
罪
の
ア
ン
ト
ニ
ム
は
罰
で
は
な
く
恵
み
な

の
だ
と
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
答
え
が
む
ず
か
し
い

こ
と
は
承
知
だ
が
。(

立
教
学
院
チ
ャ
プ
レ
ン)

　

罪

の

ア

ン

ト

ニ

ム
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今週・来週 の 予 定

　６月１５日～２８日

１５（日）聖霊降臨後第５主日

主教巡回　月島聖公会

教役者会

１６（月）山手Ｇ牧師協議会（聖三一）

人権委員会（聖バルナバ）

拡大聖職会

１７（火）礼拝音楽委員会

正義と平和協・運営委員会

１８（水）教役者レクイエム（主教座）

月島将来計画特別委員会

１９（木）主教座聖堂活動委員会

信徒講座：雨宮神父（池袋）

２０（金）城南Ｇ牧師協議会（三光）

２２（日）聖霊降臨後第６主日

主教巡回　清瀬聖母教会

２３（月）聖職養成：教役者宿泊研修会

（～２５日・箱根）

財政委員会

２４（火）銀座朝祷会

２６（木）信仰と生活委員会

２８（土）聖バルナバ教会１３０周年

記念礼拝

◇
６
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
野
宿
生
活
者
の
休
息
施
設
の
た
め

（
き
ぼ
う
の
い
え
）
▽
葛
飾
学
園
（
サ

ン
ピ
エ
ー
ル
・
保
育
園
）
の
た
め
▽

沖
縄
教
区
の
た
め
▽
沖
縄
週
間
（
沖

縄
慰
霊
の
日
６
・
23
を
含
む
１
週

間
）
▽
エ
リ
ザ
ベ
ス
サ
ン
ダ
ー
ス

ホ
ー
ム
の
た
め

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

６
月
18
日
（
水
）
10
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
教
座
聖
堂

　
　
　
　
説
教 

司
祭 

神
﨑
雄
二

▽
伝
道
師
梅
本
惣
吉
▽
司
祭
秋
山

基
一
▽
伝
道
師
山
口
千
里
▽
司
祭

山
縣
与
根
二
▽
司
祭
東
信
行
▽
司

祭
山
縣
雄
杜
三
▽
司
祭
伊
木
久
次

郎
▽
司
祭
宅
間
信
基
▽
司
祭
寺
井

俊
健
▽
伝
道
師
山
田
ち
よ
▽
司
祭

堀
正
一
▽
司
祭
山
崎
正
雄
▽
司
祭

大
野
俊
朗

　
▽
西
武
地
区
キ
リ
ス
ト
教
教
会
連

合「
講
演
会
」　
講
師
に
柳
時
京
司
祭

（
立
教
学
院
チ
ャ
プ
レ
ン
）を
迎
え
て

本
日
14
時
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
浄

風
教
会
（
練
馬
区
豊
玉
南
）
で
。
演
題

「
日
本
の
教
会
と
韓
国
の
教
会
～
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
現
場
か
ら
」
。幹

事
＝
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
。
照

会
℡
03（
３
９
９
３
）６
０
１
０
＝
会

場
教
会
。

　
▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で「
東
京
都

福
祉
レ
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
勉
強

会
　
６
月
18
日（
水
）18
時
半
～
20
時

半
、「
み
ん
な
で
楽
し
く
『
歌
っ
て
リ

ズ
ム
』」。
講
師
・
前
田
キ
ヨ
子
（
高
齢

者
へ
の
音
楽
療
法
な
ど
多
方
面
で
活

躍
）。
照
会
・
申
込
先
℡
03
（
３
８
５

１
）６
８
２
０
＝
同
事
務
局
。

　
　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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▽
牛
込
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
宣
教
１

３
０
周
年
記
念
聖
餐
式
　
６
月
28
日

（
土
）
13
時
、
説
教
＝
植
田
仁
太
郎

教
区
主
教
。
礼
拝
後
に
は
懇
親
会
も

開
か
れ
る
。
当
日
の
信
施
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
サ
イ
ク
ロ
ン
被
災
者
、
と
く
に

障
害
者
の
た
め
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
。

多
数
参
加
歓
迎
。℡
03（
３
２
６
８
）

８
０
６
７
。

　
▽
一
粒
の
麦
の
会
＠
東
京
教
区
の

《
教
会
巡
り
Ⅵ
》
　
訪
問
教
会
・
聖
パ

ト
リ
ッ
ク
教
会
（
立
川
）
で
聖
餐
式

と
昼
食
を
す
ま
せ
た
あ
と
、
立
川
防

災
館
へ
移
動
し
、
地
震
・
消
火
・
応

急
救
護
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
な
ど
各
種

の
体
験
学
習
を
。
６
月
28
日
（
土
）

10
時
半
同
教
会
集
合
。
費
用
は
昼
食

代
千
円
＋
移
動
路
線
バ
ス
代
。
照
会

℡
＝
事
務
局
０
９
０-

６
５
３
８-

０
８
５
２
。
申
込
締
め
23
日
。

　
▽
五
本
木
九
条
の
会
講
演
会
・
憲

法
を
学
ぶ
《
61
年
目
に
し
て
初
め
て

の
９
条
違
憲
判
決
！
「
裁
判
所
は
役

割
を
果
し
た
今
度
は
私
た
ち
の
番

だ
！
～
名
古
屋
高
裁
イ
ラ
ク
派
兵
違

憲
判
決
を
受
け
て
～
」　
講
師
・
池
住

義
憲
（
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
差
止
訴

訟
の
会
代
表
）
。
６
月
25
日
（
水
）
18

時
半
～
20
時
半
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会

で
。
入
場
無
料
。
事
務
局
℡
０
９
０

（
８
０
４
４
）
８
５
２
４
。

　
▽
立
教
女
学
院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

礼
拝
堂
唱
詠
晩
祷
＝
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
設
置
10
周
年
記
念
感
謝
礼
拝
　
６

月
29
日
（
日
）
16
時
。
説
教
＝
竹
田

眞
主
教
。指
揮
・
オ
ル
ガ
ン
＝
岩
崎
真

実
子
。
記
念
委
嘱
オ
ル
ガ
ン
曲
初
演

と
同
院
高
校
・
同
Ｏ
Ｇ
有
志
・
礼
拝
堂

各
聖
歌
隊
の
奉
唱
。参
加
歓
迎
。照
会

℡
03
（
５
３
７
０
）
３
０
３
８
。

《
08
フ
ェ
ス
タ
・
コ
ー
ナ
ー
》

発
表
グ
ル
ー
プ
、
出
展
・
出
店
大
募

集
　
◇
「
お
弁
当
」
予
約
は
行
い
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
「
味
」
の
出
店
が

メ
イ
ン
で
す
。
会
場
・
立
教
女
学
院

短
大
の
学
食
も
利
用
で
き
ま
す
が
、

「
お
昼
ご
飯
」の
出
店
を
！
　
◇
展
示

に
よ
る
各
種
の
ア
ピ
ー
ル
も
大
歓

迎
。
　
◇
昼
食
後
は
ス
テ
ー
ジ
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。<

あ
な
た
に
と

ど
け
た
い
！
３
分
間
音
楽
祭>

の
開

催
で
す
。皆
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
の「
伝

え
た
い
想
い
」
を
音
楽
に
乗
せ
て
表

現
…
。時
間
は
３
分
、１
曲
分
で
す
。

皆
さ
ん
の
日
頃
の
「
活
動
や
想
い
」

を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
数
の
グ
ル
ー
プ
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
　
◇
各
申
込
の
締

切
日
に
ご
注
意
を
！

　
　《
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
》
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
78

　
日
本
聖
公
会
総
会
に
出
席
し
て

　
私
に
と
っ
て
２
回
目
の
総
会
で
し

た
。
出
席
の
喜
び
に
浸
れ
る
ま
れ
に

見
る
総
会
だ
っ
た
と
の
、
ど
な
た
か

の
感
想
に
私
も
同
感
で
す
。

　
専
門
家
に
任
せ
て
お
け
ば
良
い
と

い
う
案
件
よ
り
も
、
宣
教
的
で
他
人

事
に
し
て
お
け
な
い
案
件
が
中
心
に

あ
っ
た
こ
と
、
宣
教
１
５
０
年
を
意

識
し
次
の
１
５
０
年
の
課
題
を
重
く

受
け
止
め
、教
区
、教
会
が
本
気
で
協

働
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
緊
迫

感
が
漂
っ
て
い
た
せ
い
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
主
教
時
代

の
死
に
物
狂
い
も
話
題
に
な
り
、
戦

中
戦
後
の
時
代
や
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
た
10
年
前
の
状
況
な
ど
、
過

去
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
次

を
考
え
る
こ
と
に
身
震
い
し
た
総
会

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
教
区
制
を
見
直
す
た
め
の
ブ
ロ
ッ

ク
試
行
や
宣
教
協
議
会
に
向
け
て
の

段
取
り
の
確
認
な
ど
、
最
重
要
課
題

に
対
し
て
、「
質
問
の
た
め
の
質
問
」

も
少
な
く
、
概
ね
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
議

論
が
出
来
た
の
は
末
席
議
員
と
し
て

も
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
総
会
が
美

し
い
結
論
を
整
え
て
も
次
の
総
会
や

仕
上
げ
の
期
限
ま
で
に
何
も
起
こ
ら

な
い
、
何
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
な
ど

が
な
い
よ
う
に
信
徒
一
人
一
人
と
の

課
題
共
有
や
教
区
を
超
え
た
協
働
、

管
区
を
ま
た
い
だ
交
流
に
ま
で
高
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
献

金
の
問
題
、
聖
職
給
与
水
準
の
こ
と

も
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
で
は
な
ら
な

い
、
ぎ
り
ぎ
り
知
恵
を
集
め
て
「
多

様
性
の
中
の
一
致
」
を
喜
べ
る
集
団

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
他
の
感
想
と
し
て
は
…
。

１ 

詩
編
の
見
直
し
や
財
政
関
連
の
き

め
細
か
い
作
業
に
敬
服

２ 

「
出
来
る
こ
と
だ
け
決
め
ま
し
ょ

う
よ
」
と
い
う
意
見
に
共
感

３ 

様
々
に
和
解
の
道
筋
が
大
切
だ
と

い
う
複
数
の
意
見
や
質
問

４ 

10
年
間
で
い
く
つ
分
の
教
会
に
相

当
す
る
信
徒
数
が
減
少
し
た
の
だ
と

い
う
危
機
意
識

５ 

大
阪
教
区
主
教
選
挙
前
の
祈
り
に

感
じ
た
こ
と
「
こ
の
世
の
知
恵
や
か

し
こ
さ
を
排
し
て
選
ぶ
」

６ 

歴
史
の
振
り
返
り
と
次
な
る
誓
約

あ
っ
て
こ
そ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
だ
と

い
う
こ
と

７ 

同
席
し
て
知
り
合
い
触
れ
合
う
機

会
と
し
て
の
総
会
の
意
味
深
さ

総
会
代
議
員
　
松 

田 

正 

人

【
審
議
議
案
＝
次
号
掲
載
】

　
　


